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および 属 種 品種を用い アブラナ科黒斑病菌 による接種試験
を行った 実生葉へ を接種し 日後の接種部位あるいは接種葉の状態から 発病度を 段階
で評価した その結果 無病徴 発病度 から 極めて軽微な病徴 発病度 接種部位における
病斑 発病度 接種部位を越えた病斑 発病度 接種葉が枯れる 発病度 までの幅広い病徴発現の
差が認められた 発病度 は より 品種 および
よりそれぞれ 品種ずつの計 品種で見出された
黒斑病 属 属
は 属 種 品種を用い
た による接種試験において 種に依存して
アブラナ科植物は および 属を含 各品種の示す病徴の程度に差があることを報告しており
み ハクサイ アブラナ科内における抵抗性品種の存在の可能性を示唆し
コマツナ カブ ている
タイサイ キョウナ 日本で栽培されるアブラナ科植物において 特にハクサ
ヒサゴナ 西洋ナタネ イやカブ ダイコンは 地方在来品種として多様な分化を
カラシナ キャベツ ブロッコリ 果たしており 多様な遺伝変異を包含していることから
及び ダイコン など油料 飼料 野菜 香辛料 将来の育種素材としての利用に先立ち 各品種を遺伝資源
として世界各地で広く栽培されている重要な作物を包含し として評価していく必要がある そこで本研究では
ている および 属の日本産在来品種を中心に
は 各種のアブラナ科植物に感染 広く 黒斑病菌への抵抗性程度を調査 評価するととも
し 黒斑病の病原として葉 葉柄 茎 花序 莢及び種子 に 黒斑病抵抗性個体の獲得を視野に入れ およ
などのあらゆる部位に 退緑や壊死といった病徴を引き起 び 属 種 品種を用いた の接
こす 主として茎葉を食する多くのアブラナ科野菜では 種試験を行った
収穫間際における上部葉での黒斑症状により著しく商品価
値を落とすほか 西洋ナタネの莢における発病は 未熟莢
の脱粒による種子数の減少と種子当りの油含量低下による 供試材料として 東京農業大学短期大学部生物生産技術
油生産量の低下を招く 学科遺伝育種学研究室で保存の および
アブラナ科植物では これまでに野生種である 属 種
及び 計 品種を用いた 接種には 東京農業大学国
において に対する強度の抵 際食料情報学部国際開発学科熱帯作物保護学研究室で保存
抗性が報告されているとともに その機構解析が進められ され 病原性が確認済みである 結果省略 黒斑病菌
ている 属においては 近年 で比 を
較的抵抗性程度の高い個体が見出されているものの 他 用いた
の および 栽培種における報告はない 水に浸したロックウ ルに 深さ約 の穴をあけ
和久井健司 三上孝治 小山麻希 倉林 樹
馬上有華 藤垣順三 夏秋啓子
要約
キ ワ ド
緒 言
材料および方法
及び 属の日本産在来品種の
アブラナ科黒斑病菌
に対する抵抗性評価
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接種による および
属 種 品種の病徴の有無と抵抗性評価結果
種子を 穴当たり 粒ずつ 品種当たり 穴に播種した の有傷接種 個体の間において病徴程度に著しい差異は見
その後 時間日長のインキュベ タ 内で約 られなかった
週間育成した 各ロックウ ルの 個体のうち 育成途 さらに 有傷接種において発病が見られなかった発病度
中において 生育の良い 個体のみを残し と 発病が低度であった発病度 の品種では 無傷接種
接種個体とした において発病度 および の品種と比較し 発病しない
接種のための 培養菌叢は 直径 のプ ものが多い傾向があると示唆された 表 無傷接種は有
ラスチックシャ レに作成したポテトデキストロ ス 傷接種と比べ病徴が示されにくく 各品種 個体のみの供
寒天培地 栄研 に種菌を移植後 シャ レにパラ 試であるが 無傷接種による病徴の有無の結果は 有傷接
フィルムを巻き 暗黒下で 週間培養することに 種に基づく抵抗性評価と矛盾しないものであった
より得た 有傷接種における各評価の品種数は 発病度 が 品種
本葉が 枚展開した個体を各品種 個体用い 個体 発病度 が 品種 発病度 が 品種 発病度 が 品
を無傷のまま 個体を有傷とし 各個体の葉一枚へ 種 発病度 が 品種であり 品種中 品種
を接種した あらかじめ油性マジックで葉の接 で感染が認められ 表 および 属に
種部分に印を付け 有傷接種では針を輪ゴムで束ねたもの
を火炎滅菌し 滅菌水に浸して冷ました後 印部分に葉に
軽く穴が開く程度刺して接種に供した 接種は 培養菌叢
を直径約 に 培地ごとコルクボ ラ で打ち抜
き この菌叢断片の菌叢面を葉に密着するように載せるこ
とにより行った また対照区には 先と同様にコルクボ
ラ で打ち抜いた 培地のみを各個体の菌叢接種葉
とは異なる葉に載せた その後 滅菌水を湿らせた脱脂綿
で接種した菌叢断片を覆い その上からパラフィルムを軽
く巻いた 植物体は 時間日長のインキュベ タ
内で管理し 菌叢断片が乾燥しないように 適宜脱脂綿に
マイクロピペットで滅菌水を滴下した
接種 日後に 菌叢有傷接種に対する 各
および 属個体の病徴発病程度を評価
した 葉からパラフィルム 脱脂綿および菌叢断片を取り
除いた後 接種部位あるいは接種葉の状態を肉眼で観察
し 有傷接種 個体を平均して 発病度を 段階 で
評価した 評価の基準は 発病度 症状がみられない 発
病度 有傷部分のみに黒斑がみられる 発病度 菌叢断
片を載せたところ 直径約 にのみ黒斑がみられる
発病度 菌叢断片を載せた外側部分にも黒斑が広がって
みられる 発病度 葉全体に黒斑がみられるもしくは枯
死している とした
および 属植物 品種 個体の
幼植物体を供試し 培養菌叢を接種源とする
検定によって 黒斑病徴の発病程度の差異を調査し 無病
徴あるいは病徴がほとんど進展しない 抵抗
性の素材となり得る有望な品種の探索を行った
有傷の菌叢接種によって ほとんどの品種では 接種
日後より黒斑病徴がみられたが その後 菌叢断片を載せ
たところにのみ黒斑がみられるもの 発病度 さらに黒
斑が菌叢断片の外側にも広がり 発病度 急速に進展し
て枯死にいたるもの 発病度 がみられた一方 黒斑病徴
がみられない 発病度 あるいは病徴がほとんど進展し
ないもの 発病度 が見出され 品種によって病徴の進度
に差がみられた 表 図 一方 培地のみを葉に
載せた対照区では 発病はみられなかった また 各品種
表
結果および考察
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続き
接種による および 属品種の黒斑病徴の例 接種 日
後 症状がみられない 有傷部分のみに黒斑がみられる 菌叢断片を載
せたところにのみに黒斑がみられる 菌叢断片を載せた外側部分にも黒斑が広がっ
てみられる 葉全体に黒斑がみられる
表
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a, b : c, d : e, f :
g, h :
i :
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接種による および 属種および亜 変種別抵抗性評価
おける黒斑病に対する罹病性の高さが示された その中で ることが示唆された
発病度 は より 品種 本研究では 実験個体数が少ないとはいえ 培養菌叢を接
および よりそれぞれ 品 種源とした接種試験により 日本産在来品種を中心とした
種ずつ見出された は 属 および 属品種において
種に対する 接種試験において 病徴が軽微な 抵抗性の有無を十分に評価できたものと考える 培養菌叢
品種を報告している 一方 本研究では による接種は 分生子懸濁液による接種と比較し 胞子数
接種に対して無病徴を示す および を調整できないものの 確実に病原性を有する株を用いる
品種がみられたことから 日本産在来の ことで より強い接種条件の設定が可能となる 本研究で
および 属品種中には より高度な黒斑病菌抵抗 は 品種当たりの個体数を限りながらも培養菌叢を接種源
性の存在が示された とすることで 多数品種からより確実に抵抗性品種を選抜
各属種内における発病度 の分布としては 総じて するための一次スクリ ニングが可能となることを示した
発病度 および の病徴を示す品種が多数を占めた 各種 および 属植物 品種において 抵
内の総品種数当りの発病度 および の品種数割合 発病 抗性から罹病性と黒斑病徴の発病程度の異なる品種が認め
度 および 品種数 総品種数 は られたことは 両属日本産在来品種の遺伝資源としての有
および でそれぞれ 用性を示唆するものであるとともに 今後の黒斑病抵抗性
および であったのに対して は と 品種の作出や病徴発現機構解析のための材料選択の一助と
他と比べてその割合は低かった その一方 各種内の総品 なる 特に 本研究により見出された 菌叢有傷接種にお
種数当りの発病度 および の品種割合 発病度 および ける発病度 および の品種は 今後 黒斑病抵抗性素材
品種数 総品種数 が それぞれ お として期待される しかしながら 発病程度は温度や湿度
よび であったのに対して では を占め などの植物体の生育環境 それに基づく病斑進展度合いの
内には 抵抗性程度に 幅広い差異が 違い 個体の令や生育段階などの条件によって変動するこ
みとめられた この結果は お とが推察される よって 今後 発病度 および の品種
よび による報告と一致するものであ の抵抗性程度を詳細に調査し 類別 確定することが必要
り 日本産在来 および 属中 特に とされる また 実用上 圃場試験による検討が課題であ
には黒斑病菌抵抗性を有する品種が多く存在してい ると考える
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AKUI IKAMI YAMA URABAYASHI
OUE UJIGAKI ATSUAKI
: A total of cultivar seedlings of spp. and were inoculated
with the fungal pathogen Four days after inoculation, disease severity on the
seedlings was judged with ﬁve criteria ( ) according to the incidence of lesions. Lesions of various
levels, from undetectable (disease severity ) until withering (disease severity ), were shown on the
seedling depending on the cultivars. As disease severity , two cultivars from Pekinensis
Group, and one cultivar each from Rapifera Group and were found.
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